
【関連事業】 ３Dビジュアライゼーション事業（戦略政策情報推進本部）

出典：「官民連携データプラットフォーム運営に向けた準備会（第1回）」（2020年8月6日）
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※上記は2020年8月6日時点の資料からの引用であり、「デモ動画の公開」については、
令和2月12日1日現在、2021年1月頃を予定している

※



都市計画区域マスタープラン（案） ～サステナブル・リカバリー 東京の新しい都市づくり～

新型コロナ危機はテレワークやデジタル化の進
展など経済・社会への影響とともに、人々の生活
等への意識にも変化をもたらした

今後の都市づくりにおいては、こうした価値観の
変化、多様なライフスタイルにも対応した「人間中
心社会」の実現が重視される

感染症の拡大防止と経済社会活動の両立を図
る新しい日常にも対応する、サステナブル・リカバ
リー（持続可能な回復）の考え方に立脚した強靭で
持続可能な都市づくりを進めていく

コロナ以前の社会に戻るのではなく、「新しい日常」の定着
や、デジタルトランスフォーメーションなどにより、質の高い
暮らしや機能的なまちづくり、人々の心の豊かさを追求する
など、多様性と包摂性に溢れた「人が輝く東京」を実現

令和２年11月25日公表
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都市計画区域マスタープラン（案） ～サステナブル・リカバリー 東京の新しい都市づくり～

第１ 改定の基本的な考え方
２ コロナ危機を踏まえた未来の東京（都市づくりの目標と戦略等）
（２）都市づくりの戦略 ⑧デジタル技術を生かした都市づくりの推進

デジタルトランスフォーメーションで「スマート東京」を実現する、都市全体がスマート化して全ての人が快適に暮らし働くこと
ができる社会を築き上げるに当たり、AIやIoT、ビッグデータ、その基盤となる情報通信ネットワークといった先端技術を積極的
に活用していく。
また、リアルとバーチャルをハイブリッド化し、都市空間における体験や活動をより豊かに、効果的にしていく。

第４ 主要な都市計画の決定の方針
２ ゆとりある回遊性を支える都市施設（都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針）
（１）交通施設の都市計画の決定の方針

AI、ICT、ビッグデータや次世代モビリティシステムなどの先端技術やMaaS等の交通サービスも生かしながら、移動の円滑化
や混雑の緩和などの取組を推進し誰もが移動しやすい交通環境の充実を図る。

３ 人が集まり、交流する、魅力と活力溢れる拠点形成（市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針）

東京が高度に成熟した都市として、ゆとりある公共空間の創出などを推進するとともに、３D都市モデルの活用などにより、都
市空間の可視化や、開発行為が周辺環境へ及ぼす影響についてシミュレーションを行う等、AIやICTなど先端技術も活用しな
がら快適で利便性の高い拠点などの整備を図る。

４ 激甚災害にも負けない東京（災害に係る主要な都市計画の決定の方針）

東京が高度に成熟した都市として、ゆとりある公共空間の創出などを推進するとともに、データの見える化・活用やデジタル
ツインの下での、高度なシミュレーションの実施等により災害対策や事前復興の充実を図るなど、AIやICTなど先端技術も活用
しながら激甚化する災害にも対応した強靭な都市の形成を一層促進する。

都市づくりのデジタルトランスフォーメーション（DX)関連の記載
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出典：新型コロナがもたらす「ニュー・ノーマル」に対応したまちづくりに向けて（国土交通省都市局、令和2年８月31日発表）
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出典：国土交通省大臣官房技術調査課資料
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